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ント（SF2、SF4、SF6、SF8、D10、D50、mean inactivation dose [MID]）のデータを抽出した（SFXはX Gy照射時の
細胞生残率を、DXは細胞生残率X%を与える線量を指す）。各細胞株について各生存エンドポイントの論文間で
のばらつきを変動係数（coefficient of variation: CV）で評価した。各細胞株について実験条件の違いが各生存エン
ドポイントに与える影響を単変量解析（Mann–Whitney U検定またはSpearman’s rank correlation検定）ならびに多




文）であった。SF2、SF4、SF6、SF8、D10、D50およびMIDのCVはそれぞれ0.24  0.04、0.54  0.14、0.87  0.17、





米国Food and Drug Administrationは任意の試験がバイオマーカーとして許容される試験間精度基準としてCV<0.3
を推奨している。本研究結果を同基準に照らすと、コロニー形成法のSF2およびD10は細胞播種方法・放射線の種
類・線量率が異なる状況においてもがん細胞の放射線感受性バイオマーカーとして許容される試験間精度を有す
ることが示唆された。このことから既発表コロニー形成法データを統合的に解析することは科学的に妥当である
ことが示唆された。本研究結果はがんの放射線感受性に関連する遺伝子変異プロファイルの探索研究の促進を介
してプレシジョンメディシンの発展に貢献すると期待される。（2004字） 
